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るが ， ζの研究では ，学習指導Kj;~ける思考場面の設定と，テスト問題の内容形式の改善という 2 つの






















は多〈の人々KよってZとされた分析された思考力を否定するのでたく γ ..~・H ・ -何々しようとすゐという
思考の方向を機制する内面的潜在的なはたらきκ着服しよ うとするもので ，思考を態度の側面から考察


























ア 学習内容の分野領域からの分析 地理的または歴史的に見たり考えたり し工うとする態度の分析左
ど。
会橋本重治氏は社会科の学習態度として社会的態度と学醤溜t質的左態度をあげている。(評価総説P3




問題解決過程とか認識過程からの分析 たとえば問題のと らえ方 ，資料の収集のしかえ ，仮説のた
てかた ，関耐巴鑑のし刃.t..・H ・-などK即して態度を分析できょう。




決を試み(同化 ，転移でもある)うま くいか左い場合は ，課題事態κ適応すべ(!思考録作を変えて試
みる (調節)ζの両者の均衡倒係にはたら〈態度と して ，変化する場面どとκ思いつきで反応する場
あたり性(lab j 1 i ty )観点を変えて考えず ，ある考え方Vて箇執ナる燥さ (rigidity)同イヒと調節の均



































































問題を 思考傾向 2 (興味的〕 具体的ではあるが現象的なととに対する興味，好奇心，疑問か
発接さイ ら単純K問題をとらえよラとする傾向 ;
せよう 思考傾向5 (批評的〕 現代の考え方をあてはめて，単純に批評的κ問題をとらえよう
とする とする傾向
方向 ¥思考傾向 4 (追究的〕 現象の背景Vてあるものをリアルκ追究しようとする傾向
第E場面/思考傾向 1 (表面的〉 提示された歴史事象を表面的に解釈して，直接的K関係づけよ
因果， うとする傾向
動機な 思考傾向2 (観念的〕 具体的K考えず，観念的拡奇襲的(そ考えよろとする'li向
どの考 思考傾向 Z (一面的〕 リアJレIi:考え方ではあるが，ある一面からの考え方で，すべて
え方 を断定的Vて関係づけようとナる傾向
¥思考傾向 4 (総合的) 事象の背景にある時代性から，客観的，総合的に考えようとす
第E場面 る傾向
相反す 思考傾向 1 (固執的) 先行経験の影響が強<，あとから提示された史実を吾定づまたは
る史実 無視する被さ(rigidi ty)をもった考え方をする傾向
を関連 思考傾向 2 (現象的〕 提示された史実を現象的κ見て，前の史実と総合して考えない
づける やや場あたり性(labi li ty)をもった考え方をする傾向
考え方 思考傾向 3 (並列的) 現象的Vて相異なる史実を並列的にとらえようとする傾向





























(1)絵田信長 (人物，安土桃山時代) (5) 豊臣秀吉の宣教師追放(政治安土桃山時代〕
(2) 奈良の大仏(政治 ，奈良時代) (6)源義経と源頼朝 (人物平安時代)
(3) 江戸時代の農業(農業，江戸時代) (7)官営工場 (工業明治時代)

















































-福岡県， iJ I口県，災媛県，富山県富山市，宮城県一一一それぞれ中学校 2年生は都市部，農村部各 1
学級 ，小学校 6年生は書s市部 ，農村部各1学級 ，計4学級ずつ実施















に小学校6学級 252名，中学校 6学級 258名を対象にして実施した。また思考傾向と客鎖的1j:
学力との刻応関係をみるため ，小学校 4学級K第5学年の教研式学力診断テスト，中学校4学級Irc教研



















ア 児藍，生徒の未知1j:ζとが多かったり ，後維を内容のときVては ，全体の構造や要点を把鍵させる
ねらいをもった作業用紙を使って，受動的でな〈彪動的K学習を進めさせる(同時vc個別指導が配
慮され乏ければ走らない 〉
イ 現在の価値観と相反するよ うな内容(たとえば，キ リスト教の禁止 ，封建道徳〉はよい，悪いで
在<.リアJレ陀見つめさせるためVC.仮構の条件設定(もし， ζれをし左かったらどうか)による
問題場面左どを考える。





オ 児養生徒がなちいタやすい思考の誤りが予想されるときは ，その誤タを碩在化させ ，検討できる
ような場面を設定する。
e 問題の発展の基本的左過程は， 一応次のようκするが罰定化 して考え~\/>。
[前時かう- [既習内容ほっ<h→戸体的問どうか凡〔どういう特色「歴史的意
の課題 人主観的予想、 ~ I一歩心:-lE，そうしたか~ r'をもつか J 門味
















































教研式学力診断テス ト(小5.中2第 1学期用)と学習法調査(野間教育研究所研究紀要第 Z3集の学
習要因調査表を参考Kして ，当教育センターで作成 一 内容は，家庭での学蛍，教室に卦ける学習左ど
について分析し，結果を点数κ換算できるようKした)を実施し，その結果κ基づき等質量平を編成した。
A小学校 .B中学校 思考場面の設定Vてよる学習態度形成の研究として実験群と統制群を編成
C IJ学校・ D中学校 テス トι閣の内容，形式の改善K尉する研究として実験群と統制群を編成
それぞれの 2群は成績上位の者 10名，中位 15名，下位 10名の35名にし，最も似かよったもの
を対Kして選び ，結果の測定はとの抽出生徒のみを対象κして処理した。
表 1 学習指導の研究対象
|7ミ小学 校 中 $ 校実験群統制群 検 定 実験群 統制群 検 定
診断学力 M 5 3. 7 M 5 1.4 P>O.3で差左し M 6 O. 1 M 6 O. 3 P>口.9で差念し
テスト み ヲ'.3 lう 9. 4 p>口1で差在し a 8. 5 d Z 7 P>口1で差1i:し
学習法調 M 1 a 5 M 1 8. 3 P>O.8で差なし M 1 a 4 M 1 8.2 P> 口.8で差なし
査 2う 2.6 d 2.8 P>O.lで差なし a 2.6 a 2.7 P>口.1で差なし
一一一一一 一 一一一
(平均差は tテストの両側検定，分散の差拡 Fテス トKよる両側検定)
-10ー
表 2 テスト問題の改善K闘する研究対象
pt 小学 校 中 学 校実験群統制 群 検 定 実験群 統制若草 検 炉A企と『・
診断学力 M 5 O. 7 M 50.7 差が左い M 5 4.1 M 5 3. 5 P>0.8で差左し
テスト δ a 4 δ 8.2 P >0.1で差な し d 9. 1 Eヘi 8.8 P>日1で差なし
学習法調 M 1 9.1 M 1 9. 5 P>0.9で主主なし M 17.9 M 1 6. 4 P>O.O 5で差乏し







7月 ?月一一一一-1日月一一一一 11月一一一- 12月初旬一一一一中旬




目標と した主体的 ，追究的Vて学留を進め ，歴史事象を歴史の流れに位置づけて考えようとする態度の
形成は，調査，観察，面接Vてよってとらえられるが，とζではなもK紙面調査Vてよ!:)，次の点について
測定する ζ とKした。
a 知識 ・理解 ，特に因果関連や歴史事象の特色を時代K位置づけて理解できるかどうかo ζれにつ
いては，中学校は第 2学期学力診断テス ト， 小学校は当教育センタ ーで作成したテス トを実施する。
b 認識過程VC;J;~ける思考傾向の変容 Vてついては前述の思考傾向調査を実施して，結果を比較するの
C 家庭卦よび長業V亡会ける主体的 ，追究的在学習の繕えが形成されたか，また 学習方法と して， 歴
史の流れとして ，とらえようとするように在ったか ，どうかについては ，52ページ以後K掲載した
「学習の構えの調査Jかよび「学習法調査Jを笑施し ，結果を比較ナる。
在 (1) 橋本重治 教育評価総説 金子書房 P，23 9 
(2) 橋本重治 学習態度を形成する要閣は作jか 授業研究(明治図書〕 必 33 
(3) 池上喜八郎 思考力評価とペーパーテストの可能性 社会科教育(明治図書)J仮23 




調査を実施した結果について ，各場面どとVC次のよう K処理してみた。すなわち問題例は 8O1Jあるの
で 8問題を通して問題場面どとに各思考傾向κ属ナる選択肢をいくつ選択したかの数Kよって J 個人
別の思考傾向得点をだす。たとえばAという児濫は第I場面では記憶的 D点，興味的 1点 ，批評的 5点




どうかは ，8 OiJのうち 5例以上共通在思考傾向を選んだ者の割合をみればよいであろう。そとで各思
























表 3 思考傾向73iJ得点分布表 )=句。
考え方民ま 。 1 - 2 3 内~ 4 5 以 上 計
小学校 217(27.6) 326(41.5) 188(23.9) 54( 6.8) 785 
第 記憶的
中学校 22 3( 2呪1) 3 1 1 ( 4且6) 159(20.7) 74 (虫6) 767 
ー
小学校 172( 21.9) 428( 54.5) 165(21.0) 24( 五0) 785 
I 興味的
中学校 267 ( 34.8 ) 377(49.1) 116(15.1) 0.9) 767 
IJ~学校 1 67 ( 21.3 ) 437( 55.3) 152(19.3) 32 ( 4.1 ) 785 I 
場 批評的
中学校 203(26.4) 391(50.9) 159 ( 2日.7) 1 4 ( 1.8 ) 767 
小学校 45( 5.7) 275(35.0.) 327( 41.6) 138(12.5) 785 
商 追究的
中学校 15( 五8) 213(27.8) 283(36.9) 242( 31.5) 767 
小学校 54( ι9) 457( 5&2) 244(31.1) 30( 3.8 ) 785 
第 表面的
巾学絞 守7( 1 2.6 ) 475( 61.9) 180.(23.5) 15( 1.9) 7 67 
小学校 120(15.3) 484( 61.6) 158(20.1) 1 3 ( 1.6) 785 
E 観念的
白学校 129(16.8) 475( 61.9) 153(19.9) 1 0 ( 1.3) I 767 
小学校 70( 8.9) 392 ( 4虫9) 294( 37.4) 29( 五7) 785 
場 一面的
中学校 41( 5.3) 40.玉(52.4 ) 291(37.9) 32( 4.2) 767 
小ヤ絞 9 5 ( 12.1 ) 444( 56.5) I 220(2&0) 26 (五3) 785 
面 総合的
中学校 73( 9.5) 381( 49.7) 2 66 ( 34.7) 1.7 ( 6.1) 767 
小学絞 159(20.2) 456( 5&1) 159( 20.2) 1.4) 785 
第 固執約
中学校 166(21.2) 4.65( 60.6) 130(16.9) 9( 1.2) 767 
イ学校 154 ( 1虫6) 478( 60.5) 146(18.6) 7( 0.9) 785 
E 現象的
中学絞 211(27.5) 448(58.4) 104(13.5) 4( 0.5) 767 
小学佼 4o.( 5.1) 300.(3&2) 336 ( ~ 2.8 ) 1 09 ( 1五8) 785 
2長 並列的
中学校 4 1 ( 5.3 ) 350( 45.6) 30. 3 ( 3担5) 73( 0.9) 767 
小学佼 87(11.1) 437(55.7) 22(2&3) 39( 4.9) 785 
面 統一的



















，~!= P <口 o5 d検定全体の比の差検定
.A.=Pくo.0 5 R C 項闘の比の差
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図 2 小 6と中2の比較
小 6 785x8=6280 
総反応数 {品
rP2 767X8=6136 
全体の比の差必Pく日日 5 ，;!，a~ pく0.01 
}岡側検定
項目の比の差 .PくO.0 5 .AA..P < o. 0 1 J 
I 
記憶的p 10 刊DJDφ 
興味的」一1一t8 
有'~ ?(l1.". ・rー'0、，x.ー， 、
批評的~竺
追究的」一一



















































，都市 309'><8=2472 都市 307X8= 2456 
小学校i 中学校{






































で， 7月中旬に 教研式第5学年学刀診断テストをる年生''L，教研王立第 1学期学力診断テストを中学2
年生Lて，初市部の各 4学設(小学校 1 8 0名，中学校 1 6 0名 )vc実施した。白浪Eの也考!頃向i5i，胤
点と学刀[，奇差値との泊聞を，ピアソンの相闘係数で算出してみると次ベージの表 4のようになと。
との結果，学ノワ隔封直 との対r，~が鎖持たのは，第 I 場面では追究的，第 TIf若宮では中学校のみが給台
的，第m場面では小学校がやや並列的，統一約，中学校低統一的であるととを示しているの 小学T誌は#
E場面で 4つの思考傾向の得点が学力偏差値と長岡闘の傾向を示している。 ζのととは， 7 J3という主主
施時期K沿いて ，小学生fてとって第E騒屈がやや偽:雑であったととが占えられる。でまた，第m巌邑iにお
いて並列的κやや対応尉係がみられるのは ，小学校 6年生どろでは ，jJ i:績の良い子でも，むじゅんする
-1 (j
表 4 学力偏差値とのおI応関係一一相関係数
第 I 場 面 第 E 場 面 第 皿 場 問
法て 小学校 中学校 〉長 小学校 中学校~ 小学校 中学校
記憶的 -0.453 -0.226 表面的I-0.054 -0.387 固執的 -0.408 -0.282 
興味的 0.173 -0.271 観念的 -0.066 -0.112 現象的 -0.139 一日.口 79
批評的 0.025 -0.028 -而的 日166 --0.088 .illZ列的 0.275 -0.048 
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追跡結盟主 対象 小学校 6年生2S 2名( 6 学級)中学校 2 年生 258~(6学級) 9月下旬実施
a 第 I場面










ウ 興味的 (4)噸 10のc( P 4 7) (7)，必19のB(P50)が比較的多い。との理由を検討すると
情報を全体的に見ず，部分的κ見て疑問や好奇心をもっ単純性がはたらいていると思う。
































ウ i並列的 cn必6D(P45)が比較的多(，理由の大部分は小中学生ともに ，国民のしあわせを願
う気持ちのよさと人民を苦しめたととの悪さの両面に賛成した意味のものが多い。また(8)必24 A 








[刺 激J (思考俸制J (反 応〕
/知識理解
、 I ，.-特定の内容，場面κ1!Oす
内容 ステレオタイプ I r 
ト-→| 卜一 >1る'侍定の思考傾向



















a 児童生徒の認識過程f'Lj;~ける思考傾向を考察するため(!L ， 問題把慢場面 ， 関係把握場面 ， 意味偲復
属高の三つの場面。てついて， 各4つずつの思考傾向を仮定し， 問題場面法κより調査した。その結果
調査の素材とした内容が奨左った場合 ，児童生徒の反応もそれK伴って呉左!'J，一貫した思考傾向は
みられZをかった。内容 ，場面の相違(!Lよって知識 ，理解 ，経験が異左!'J，考え方も実在るといえよ う。
b 教育的条件の相違による反応傾向の特色を ，総反応数K占める思考傾向別反応数の比で比較すると
男子と女子では， 女子のほうがまじめになぽえようとするがリアルに問題を追突する ζとが少な(， 
第E場面ではやや表面的常識的に考えて判断を累加してい〈が，よタ高次左視点から統一的K考えよ
うとするととが少在い傾向を示した。
小 6と中 2の比較では ，発達段階の泣いから小 6は，興味的，批評的κ問題をとらえ ，表面的κ理






















































↓ l記内容に闘すJ口「説 …定業用紙を使用し教科r )告させ峰 | プロシヤ憲法を参考
\~ I I~( 










1 0 I 滞告-…・・そのとろはまだ、 t京都にのぼろうとした理出
分 I (パズ)→ lF¥'. :1:tt.17' -f? .f._ ~ -r? )→r ~*~lfid;I' i*t-f'.~~ --， | 、民玉的でなかった J I日本の歴史的左特色 j 











↓ /報告 一部の人たちの勝手念政治効Z続<¥ /制定引





















. ~託法制定の中心になった人 ， 参考にした|る
国の懲法
5 憲法はどういう特色をもっていたか。 I同 上 |・天皇主悔 政治上強い権力，国民K言論
・現在の懲法との相違点 I I 宗教についてのある程度の自由を認めるo
4 帝国議会はどういう特色をもっていたか。!向 上 I .衆議院と多議院
-伊藤縛文 ，プロシヤ懲t去を参考KするO






















・全国的商業網の発達|団 | ↓ 
中央市場一大阪 |説明 I(パズ)→(報告一…梢説)→。道路 ，西国り東回り航路 ，港町¥
消賀市場の中心江戸 I1日 I I I全国的念商業網 中心大阪 資料|
分 | ↓ i 最大の消鎧都市江戸 J手1)用M
大名武士の経済生活
~司 小集Ii 特産物の生産を盛んにし，僻航路や商業を発達させ全国的に品
沿岸雄業 ，特 全国|団 I I物が流通するようになったのは何が原因だろうか。
航路日産物の奨←→拘商 |説明| ↓ 
発達励 業網
大名













































個別け では・全国附にみて ，どん乏生産物何きる ように在ったか。
説明| ↓ 
1 5 I I教矛憎の地図を多考にして，白川 f主要望を特産物を補説1
1 1 1 -→ 1 J 








i早. 5，'~を \塩田と礼十九皐浜6鰯漁業シ / 




































物r/:'家来 ¥ - 1，: 1 
JJ出
~・鐙民


























































そ ζで ，どんな学聞が発達したか調べると国学と博学の発達がでて〈る。そとで ，あなたがたのたて
た予怒とぐらべて，どん耳をととを疑問K思うか，と問うと，そのとろ鎖国をしていたのにどうして外国




中学校の鎖国の学習~;j;，v> て ， 鎖国にいたる経過を秀吉のとるから年代j願陀盤遅し ， 鎖国の原因とし
て最も重要と思うものから順位をつけさせると. 7 つのグループのうち 5 つまでが島原の乱を第 1~ し
た。 16 5 9年の鎖国令の完成の直前にある 1637，38年の島原の乱を重視し，その前の 1635 
年日本人の海外渡航 ，帰国禁止という鎖国の過程を注意しない。鎖国=鎖国令完成 ，その直前の島原の
乱が原因と して最も重要という ，部分的であり直接的関係を重視する考え方をする。小学校でも例をあ
げれば自由民権運動がなぜ必ζ 1)，どのよう K進められたか調べてから ，議会開設の要求がをきた原因
をあげさせると，外国文化の影響，薩長出身者中心の政治，西南戦争で負けた人たちの不満などがあげ




@ 一 面的念見方 ，考え方にがちいりやすい内容を別攻視点から考えさせる。
仮説に述べた ，仮構の条件設定vc.よる問題場面もその 1つである。前記の大日本帝副憲法vcついて一






















































芯ぞ 町' t ~ ， 実験群 統制群 検 定 .t 偽. ' 
M 品五 4 M 57.4 Pく0.2で両群(t(差が企い。
小学校
3 1 5.~ 占 22.0 Pく口.0 5で実験群がすぐれている。
M 6 :5.1 M 5 8.8 Pくn0 5で実験群がすぐれている。
出生学校
，ヲ a 6 d 8. 3 P>O.1で岡群K差がa.¥ハ。
(平均差，分布の茅はともに河側検定 ，小学校の平均差の検定はlコク，7
























表 6 小学校テスト問題の内容 ，形式の相違からみた比較
定
M 32.8 







PくO.1で問群氏差がない。 ，19.5 I 0 
自由記述 1M 2 9.7 M 2 4.6.1 PくO.0与で実験群がすぐれている。



















全体の比の差 xテスト 公 PくO.0 5 泳員長 P<O.O 1 





































































湾銀=Pくo.0 1 、 i 
}両側IJ検定
a‘.A.= P <プ口.0 1 ' 
変 イヒ の 内 骨，宅デ宝 小学校 中学校
実 統 後定 実 統 検定
〔家庭での予習や復習Kついて〕 人数 人数 | 人数 人数
① 予習や復習をナるか l※※ ※※ 
ア 前と変わらない。 1日 2 6 1 5 2 6
イ 前よりし念〈なった。 日 5 g;系数 5 4 :}系数
鼻 A ιA¥ 
ウ 前よりするよう Vてなった。 2 5 ι O. 5 4 、7 5 U 3 6 
③ 勉強の重点の会きかえについて ※ 
7 前の勉強のしかたと変わらない。 1 1 2 0 6 1 4 
イ 人物や年号.;j;~もなできどとを多( ;j;~1まえようとす 日 1 0 6 1 1 
るようVLI.tった。
晶ゐ AA 
ウ 人物やできどとを時代のうつりかわりや原因，結果 1 6 5 1i系数 2 3 1 0 ダ系数
I.tどと関係づけて理解しようとするよう Kなった。 0.3 4 O. 3 7 
④ 疑問&点、や問題点をはっきりさせるととについて
ア 前とかわり&い。 1 4 2 5 ※※ 2 2 2 2 差がな
イ 重要なと ζるはノートVL奮いても，わからないとと h 
5 7 2 4 
ろ質問したいととろは前ょD考えI.t(なった。
-3 0ー





ア 考える程度低前とかわDがない。 2 1 9 1 3 1 8 
イ 前よりかえって考えな(1.，った。 5 b ¢系数 1 5 :t 系数
ウ 前より考えようとするように企った。 2 0 
~ 
1 1 o. 2 5 2 1 ι 1 2 o. 
⑦ だされた問題について怠見?のぺる ζとKついて
ア 意見をのべようとする ζとは前とかわら&い。 ? 1 6 ※ 1 5 2 1 
イ 前よりかえって自分の意見全のべよう と盟、わ念〈危 a‘ 4 1 3 4 8 
った。
:t系数
ウ グループの話し合いやさされたりして，前より意見 血 .. 
2 6 1 6 6 o. 3 1 
をのべようとするように念った。
⑨ 歴史上の重要なできどとについて
ア 重要なできどとや人物 ，年号の勉強のしかえは前と 差-j;;丘
1 1日 1 2 1 4 
かわらないD し、
イ ?言要f.tできどとや人物 ，年号f.tどを多〈会ぽえよう
とするようκ在った。 5 1 1 9 1 1 
ウ 人物やできどとを時代のうつりかわりや原因結果た 血 !f系数
1 4 1 4 1 0 
















実 統 検定 笑 統 検定
A 歴史的危流れをとらえようとするもの
T 海外の動量 ，政治，経済の面を広〈関係づけaがら AとB AとB。 。 6 。
鎖国の前後の動きを重視するもの。 の比の の比の
ワ やや直線的で，現象的危面もあるが原因，鎖国の過 差の検 差の検
8 4 1 8 5 
程，影響と重点をなぐもの。 定 定
五 歴史の流れκ重点を公〈が ，一面的~もの，たとえ dテスト スタテス
2 2 。
ピキリスト の伝3たからその影響 ，禁止などの動き。 Pく即1~I Pく日。
4 2のやや不完全の形，たとえば，原因と鎖国の実脆
1 0 4 。1 0 
の一部κ重点を事・〈もの。 :t系数 :t系数
Aの合計 20 9 0.318 26 15 0.31 E 
B 部分的aできどとに重点をな〈もの
1 かa!:>重要企要点であるが部分的で断片的々もの， 実験群 実験群
2 1 1 2 7 
たとえば徳川家光，島原の乱 ，長崎など。 のほう のほう






3 若干の重要点を含むが ，好奇心的であったP禾しょ A1;>多 A 1.;>多
う的危ものに重点をj;~ <。たとえばaぜ日本の神仏を 6 5 ν当。 2 5 レ3。
信じ I.'c かったか。~せ'晶崎で貿易をしたか á ど。
4 部分的であ!:>.非常に大まかである もの。 1 1 。 2 













































b由j51i司 5診さ注思(\)(\\j\ξ、 4トヨ1~長~l\:~主許l'J-t"守点。設ri .よー矢.*t.r-自前古?のj.J'，そ王子電ー 永久挙式民自由-o'な
到制調e.h，ぞ，ミro~J!í，*腸長昼寝刻々lC二議開 J う!欄間半 τ 別々君主ト刃中③醤邑t~苦悩当~:;.j治
正
込宝ml長iーム ~.:;H.'自Ihj;"~d.)~ tj't~ 51]主 xC芳子'SJt季節冨='t~Ql '7 .f;' sl:三お





義克J~ -J::.ì. >と ~)H~x\l • 2_~ アヤj ，~~ コτ.J~支;J\; {告、世・話、3 9J.X\\
もっているかをみる問題 。a\~ C'なじれと~w..J.I:'ミミ2な函トさ品j rt.:寺ミ0 .fえで1例~[.\:党主市対主f 中会谷コì--c1 ，~完走Ã\I-I A そ:ま袋詰滋支
もぎ煩彩絵、清野関野おばさ1. 14Jfl~~í:t~~，州外科. Jt >打け特急
次のA翼手 .B群の中から，それぞれ最も関係の深いjのを一つずつ組みわせて，その番号を下d二
。るけアJi:・〉で)".:-d> '.主主主主~. "0h~ e対'J(も:1.):..".):，[1;:ギ刊誌)-1又そ~r\ぺ
惇子V.2宗治安蒜功 、2鰭認す警告ぎ事布石平ア対的Jを民間知向敵手怠 b 
t民1「J1害容認三重点三却さぞ斡?5153pt票持fZ53苦詩書kZ3也。約






2. オランダの本を苦心して， ほんや〈し 「解体新苔」という本を出版した。ω占5 ヘJ了。去、〉ミ~L~芯ぷj:_主tてf' ~~d1e へJ合
幕府の大老としてアメ リーヵ，オラン ダ，イギリスなどと通商条約を結んだ?iil実さ 5十lも~~~少EEl-E ‘必芯-t-5回目ア吋~J:'$ぷ'lI-' )，)δコ会c'(' ll'V元.すJ〆[¥:tJす.th:宇主、[:自治兵
EGF.UE自鐸?母子ZEjJ主総'子会枝野fJ2.AFF5233結子市総~( fisl総




記号を「寸の下の( )の中κ宍入しaざい色村~.í{(~吋1吋.:1\吋31長ミ:'\c-<: :$晶画ト叫{)'~ii叶民会期派充当主留学)' c:-t¥.3i.J 。吋怠〉おき
〈ア井伊;車弼イ 」 杉田玄白ワ新井内石エ徳川縫事オ伊能忠敬刀徳J，I I~光 〕き将fI:'!:‘ぉ~-\j-:l莱%吋 ~'Y をう，却系気三弐sl:入(，j :) ~防総t'i:，1j:St. C' ;1> :コ司氏E鴻~j1ií. ~L伝，古着。土たi
3BTZ237J探得馬連関誌フfJOE間CFJL15及活学・よ針。畔 a涌続可別会
。売!管ZfT57訂正紋UE宗主主主手謙gd?対話SE13iJ持主義おみ間隙槻到
二号占)'._H見尖ア..J.llti字詰ま面長~:ì主 E エ..:J t;-;j 主 tご3にU"l t-\'~ ~ ‘ほ.:;'¥c-G Jlム51.7示t昔懐雪量込F自i.!JM，なとれ
J雪国りの開発公事方御定書闘の奨励ν大多統制徳川吉竺徳川綱吉武諸法」 ↓ 
』証お到底ぷ対主コcv5 cヌc-d>ヲヨ);'[Aj.)}'Jl. c1付金4ない1:やサIIJl~ 渋問点.::;'\.J稿j.，~'j-尚必ì.lín、i 弘司尾;c.刊áU#
薪田崎発年貢の引下げ幕府の財政窮乏 質素倹約の奨励
:b G-:ì'\C'\:会Hbi朕主主‘ぬG- ð'.) Cl~G-ユコ市.λ令吋e区長引(.~iìîU)益おlvH\~ .l.~cli学i!''.!ナ，伐δ:i，.t~ ・5 主主恩ベ~lH.':! y}l 
きるもす蒜て管品会主官長審議52時々吃まよミな域差智満智アぞ :1 ~Sゆ
.，;1人付金三由選挙，虫J¥}持.>ニ込、'Ji帆7メk合b'三ホ¥<.:、￡令な i芯~，な巨ψÌJ.\，ム:ûlr> ふ '5Cα、否芯'itì沢印[自i J. λ
必必去P旦静1替P讃型摂央l1誌嘉f誌退格F伊照y乃i込王毛L」?叫4品払悌挑与弘弘h砧古三倶 E患h1"(¥;[削川州t引川H凶るI 白肘1暗宝姉休附蜂G岨垣品訟ト一U 到叫会5対6 






出開ふもさ令 á.::!~JJJ:..cl，j5旦科ωて予 ，J-"'l_-Hご油忠3市立?剥安保持史認 l.f)
{( 〉ロシアが箪島訟を満洲K:j;>(つモ語力をのばぞうとした。
回図r a'l、 定蕊慰問a;:bニl玄宣言学十議ω間迅}( )臼本とイギリスが日英同盟を給んだ。
5''アc-'.¥d"主L-e 込:5~c-c1;コ可決i-*;t;-li-eユび内M1slδコGチ CI j'¥ ，-' ，('; ~、u円支[ほ哉、J J it開幕
( )臼本と滑が戦hをやめる条約を結・んた。 二 一 一一一一一一一一一
<{ fC!・ d抗 e も々...JJ~升:えl沿道主. J (~ 包 γ 吋c:-:5'1φ忌なι，(\)Cご司会て~ . ~~対。ヤ主・吋忌主 6ct:ぷδ コ主
¥ ( )ドイツ，フランス ， ロシアが日本VL~安東半忌を返すよう要書どした。





b 選択法と論文休を併用した形式 小6 号宅街 S巾
T品名2b込巡幸芸品読む2品弘、LZrjl占首長会主事法岩2管支デ左足心持識が
:々:(¥~ J，い1[1..(1仁、前 ~~" _ ，-J d 1 ケじ』じ'"eI ;(;LG点。六十ふJ'~可"ヤιJ ・.li.:) .?-.ヶふコヨ、弐rI'J c-¥; '-~ 式
会きたのか，その原因をアからカまでの中から二つ選び，その記号をOでかζみ，下のらんで，そら原
n降、，'t;:， ~r f{!l.)t. ! tkJ;.ヌc':}()~ e ユ.0チ‘れに::-ri'J [IJOJ~"'" よ e .~' ;I，:iて!'v)-。べ2'.で， ;~ " 
因を説明しなさい。
l!;(交びj&~~1
間!ltl誌や -('Ji!i支Gl:U'主 2.4 5TZ1入 住著書。ロλ
外国の自由平等の思想 ウ 農民のはげしい一長
自国ε-st ;N16込ニl乏湾 宗士宮間
エ 大日本帝国後法の制定 ォ 帝国議会が日付かれる カ 国自凡，改主主凡 ã ど~iJ;でさる
宅F 白色冶歯?民協磁「刻中Wi千年討を一ι勺!世、4-.-，.Ael" ~ 1-] >i'J)¥1J;伺>-;lCI-'，)制作少決
例_"f:-:ミ、:i':I，代、:お..移λ去ふa:j .J j~i 、 4・ う卜 弓J 国習会 L ，_・なT~ァ r，J ，~ヨム叫予去、.tHtて5・. ~ti-J・C刃
A君が教科書を見たら . 次のよう~~いてあった。
I 0 ç:l‘なご汽("'/~:i>.. NJ・J もうモ> 1. :è': 主主~併特官界・ 1誕!興治予~Cj'-綱九iÎ
d 
イ薩i掌，酎刊の人たちK:ιる政治ア
c"ぺ官、...， 弐 公す(、?で行 i ア入n:i.c--，~咋:~円3 ・~... 十トモー ι . a;守叶~ _~.1写乙婦が.F. ~主ぬ
歯学や浮学が広まる(1[つれて，封建的a世の中のし〈みを批判するふうがなζってきた。 I
O'_;'円1)'ぐで，(':ピト士 苛 よ$r~~:令寺子? ト 1"¥)ちふ.t; て -
7_-{¥.J tl' ~i， )\l 中 J のす‘念、.}~犬 p て、. (与す<''¥1モFl. t:A..)"¥t，) <;ごコ、tで
そとで .A君はなぜ国学ゃ洋学が広まるとお延納度を批判するようKなるのか，這え主多た。




ョーロ Y パへの朗心 忠孝6偽込書色丞守護主主主除勧誌協島奪三完議主学LF2守ユ
ペ教のふす主踏ま勘繰ら私弘締結LMik総選器提唱儲獄(~~-ïb)警-義が






守 N -lf\均三色l-t!支1.J唱主主iÎfØJ~ . 1 ~ _~I .:t- . H.t(-~ C _ _ )う( )ケ~1'号令区J<( 色~}、・c! C~⑦同当主
d 稼ず項を加μ五結合;去の形式 小6--2回目 I~ . . --











が!Yre t'、J会ハJ :Iトç:l i、 ':i:'l sH~ 念 'y自由:民間入
幕府や藩VC武士の子どもを教育する凶絞がつ〈られた。
q是ふE吋会'_1st入 q 会羊R~~主.:;"\Jへ芸~ÇI ・，:J;[;)j~吐
新田の側発が盛んにá .!J ・ 米の生~ がふえた。
前::E.e N示、pユTJ'le j， õ--t 守 ~t前主主ア j 必Bドな員ぷ，'jrJ%:S'会国
ウ オラ2〆タ・と中国だけが長崎で貿易する ζ とが許された。






























b 問題場面法による形式 中2 3回目
先生がA君vc:r江戸時代に旅をする町人やその他の一般の人々は非常に不便でつらい点が多〈あった
のですが ，それば&ぜだと思いますか。 」と質問 した。それK対してB子さんは次のようκ答えた。
「道路や交通機関.宿場の泊設がよ く発達していとEかったから。」
あなたはとの答えをどうJ思いますか ，次のどわか一つ選んで記号をOでRかζみ々ざい。
・アさんせい イ不完全である ウ まちがっている。
・イ ウKつけた人は，自分だったら"どう答えるか ，下の仁コの中に説明しなぎい。
(2)統制群の問題例
①再生形式の問題 中 2 4回目
。次の文の( )の中V亡最も正しいと思われる ζ とばを記入しI.l:さい。
家康は幕府の基礎を固め ，学聞を奨励したが ，5代将軍綱吉は，との方針をうけついで( ) vc: 
( )をたて孔子を祭り， ( )学を奨励した。
小6 2回目
。次の文の( ) Iてあうと とばをよく考えて書きいれ危さい。
鎖国ののちにも，外国のうちで( )と( )だけは，キリスト教の布教K関係が丘いという








口次の人物と闘係あるととをA群， B群からそれぞれ1つずつ遜び ，その記号を[ )の中K記入しな
さい。
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①井原西健 A( )B( ) ②尾潟光致事 A( )B( ) 以下略
A~ ， B群どとVてそれぞれ選択肢群がつくが，省略する。
2. 学力テストの結果の比較
表? 小学校のテスト結果 tテスト， Fテスト ※=pく0.0 5 ※※=P<O.O 1 
TI伎EI、ス引Y ト 単純再生ー拘詔形式の客鑓テスト 自由記述を加えた闘迷把鍾を主Kしたテヌト
実験群統制群 結果 実験群 統制君干 結 果
M 5※4.※ 1 M 27.1 実験鮮がすぐれて M 2 a※ z M 2 3.8 実験群がすぐれて
小学校 ※ 






とができた。 r=O.787 (N=70) 
とれを実施してみると次の表に示すどとく実験群のほうがすぐれてh る結果を得た。
表 1日 中学校のテス ト結果
高第2学期診断学力テスト(学力偏差値〕 自由記述を加えた関連抱握を主Kしたテスト実験詳統制群 結果 実験群 統制群 結 果
※※ 
中学校
M 5 0.4 M 4 9.7 両群tて差がない。 M 27.7 M 2 1.2 実験群がすぐれてい



































































































表 11 学習の傍えの変容 (有意差のあるもののみ 〉
アイウ全体の比の差 ・必2テスト※=pくO.0 5 ※※=pくO.0 1‘ 
H南側検定
イウの項目K対する反応の比の差 必テスト A=Pく0.05 AA=P<O.日 1' 
小学校 中学校
変 イt の 内 立芸




ア 前と金わらない。 1 0 6 5 1 0 
イ 教科書より多考舎を見るほうが多くなった。 1 4 24 & -※ l 2 3 t 5 
ウ 教科書ーの内容をていねいUてみるようKなった。 1 1 5 7 j 0 
@ 勉強の孟点のおPきかたについて
ア 前の勉強のしかたとかわらない。 6 P 1 4 1 0 
A Ji.畠
イ 人物ゃ年号 ，むもなできどとを多〈なぽえようとする よ 1 4 2 3 6 1 8 
うVCf.cった。 ※※ ※※ 
.t.A 色





6 1 2 1 3 1 0 
ら，をい。
イ 重要なできどとや人物，年号などを多 〈喜子tまえよう とす 品a
1 5 1 7 ※ 8 2 3 ※ 
るよう VCl.った。
ワ 人物ゃできどとを時代のう つ D かわりや原因 ， 結見~ f.c ど 畠 A 




前述の結果を ，さらK具体的な教材を提示して確かめる結果κ~ったわけだが，学習法調査( 5 2ペ
ージ参照)を実施し， 結果を比較してみても .やは!J.実験群のほうが原因 ，経過 ，影響という全体の









実 統 倹定 実 統 検定
A 歴史的々流れをとらえようとするもの






2. やや直線的で現象的企面もあるが原因，鎖国の過 差の検 の検定
程 ，影響に重点を置 〈もの 5 4 λHι 『 1 3 ? dテスト
3. 歴史の流れK重点をがぐが一面的aもの，たとえ l tテスト Pく0.0
P<0.05 
ばキリスト教の伝来から ，その影響，禁止などの動 。 2 。
き
4. 2のやや不完全の形 ，たとえば原因と鎖国の実施 f系数 f系数
の一部に重点を会〈もの 1 4 7 ? 7 
0.2 5 0.2 6 
A(T.)合計 20 11 25 16 
B 部分的危できどとに重点をま子ぐもの 実験群 実験群の
1. か企り重要a姿点、であるが部分的で断片的なもの のほう ほうは統
たとえば徳川家光，島原の乱 ，長崎aど
。 8 は統制 4 5 制群ょD
2. IF寝ではあるが .;bる部分だけκ集中するもの ， 群よD AIs多い




4. 却分的であり，非常κ大まかであるもの。 1 6 





問題で .統制群1'Ct:i:.主として人名.年代 ，名称 .用語の意味 ，概念の内容I.rどに関する内容を客銭テ













































・思考場面の設定Vζよる学習態度の形成について (研究紀袋 6 0集)






















② それからナ〈・答えを警かaいで .A.B.C，Dの4つの答えを全部あ tlたがたがよ〈読んで〈
ださい。
@ そして，いちばん ，あaたの気もちにあ うものから1買にA，B，C.Dの記号を回答表。て書きと
んでください。
たとえば .Aがいちばん気もちκあう丘ら.1のらんκAと書き， 2ばんめがCaら， 2のらん
(lLCと嘗き.3ばんめがD，をら 5のらん(lLDと書きます。いちばん気κあわないものがBなら.4 
のらんにBと書いてください。
2 5 4 
A C D B 
@ 書いたら，閉じ記号が2図書いてtlいかたしかめて〈ださい。次のよう陀書いたもの鉱いけませ
ん。 「一一-x一一一寸
A C B C 







(1) 1 j仮 1
戦国時代 ，各大名が争って，京都Kのほろうとしていたζろ ，織田信長はまわりの大名と戦い&
がら15 6 B年 ，ホっとも早〈京都にのぼりました。そして ，ふきんの大名ゃー授とはげしい戦い
をつづけ々がら ，敵になった省を次々にたがし ，1 5 7 :3年κは室町必府もたな して・だんだん園
内を統一する道を聞きま した。





C そのとろのい〈 ぎのよ うすや，信長という人は ，どんな人であったかというとと。
o .1:ぜ，~たがい Vて戦い，殺しあわ.1:ければ園内を統ーでき áかったかというとと。
(1) r j鉱 2
1 5 7 1年κ信長は古ぐから勢力のある比えい山の延暦寺が反抗したので，仏像，経文，宝物な
どをととどとぐ焼き ，僧はもちろん泣きさけぶ女ゃ子どもをで首をきり ，死者 16日日人 ，死体は
山ゃ谷vcみちたといわれます。まJ理こ， 1 5 7 4年に兵宗を信仰する人々の集まりである副島のー頓














A 仏教に対するざんと(aしうちからみて，キリス ト教に対する繊切は不公平である と思う。
B 信長はざんと〈々ととをしたが ・たいへん貌切在 ζともしたと思う。
C 仏教を念さえたり ，海外のようすを知るVては ，つどうがよかったからだと思う。
D 乙のようにキリス ト教K好意をもって親切κしたととはたいへんよい ζとだと思う。
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(2) 1 j伝 4






B 奈良時代の仏像は ，政治とどのよう a関係があったかというとと。
C 病人をす〈う ことや洪水をふせぐこ とを&ぜし&かったかという ζ と。
D 国分寺ゃ奈良の大仏紙 ，去に時代VC.だれによってつ〈られたかというとと。
(2) r j伝 5
大仏をつ 〈る0てあたり，聖武天皇は 「みん去が協力するととKよって ，仏のあたえるめぐみと し
あわせをいっしょ K受けたい。自分のもつ富と権力でとの大仏をつくるのはむずかし〈はない。し












[ r . 'J，、〕 奈良の大仏をつ〈 ったととKつハて ，いちばんあa.たの気もちKぴったりするものからI1債K
記号を書き a:さい。
A 天皇が国民のしあわぜを祈 !:>.闘を栄えさせよう と織ったζ とのあらわれだと思う。
B 大仏をつくったととは人民を苦しめ ，ぎぜいKしたからよ〈なかったと思う。
C 聖武天皇の仏像による政治の特色と権力の強さをよ く示している と思う。
D 国王誌のしあわせを験ったのはよいが，つ〈るために人民を苦しめたのは悪いと思う。
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2.97 0 H 






B どん在道具を使って，どのようK聞とんしたのかという ζ と。
C aせ写保まで増加し，享保から明治まであまり増加しI.l:かったかというとと。
D 臼畑が増加したζ とによって，そのときの農民は幸福になれたかという ζと。










(3) nr J16. 9. 






日 公金にとまる貧しい農民がいたし ，~ ir:人をやとったり，土地を貸すほど金もちの農民もいるよ
うに/j_ったと患う。





(4) 1 /彪l 10 
大日本帝国憲法(明治憲法)は， 国王の権力の強いフ・ロシヤ(ドイツ)の憲法を参考Kして伊藤
博文が中心κaってつく Pました。そして 18 8 9年(明治22年〉に天皇の名で発布(国民VLi?
I ;j'，.やけに知らせるとと)しました。 ζの憲法では天皇が日本の国を治める主権をもち，天皇の力が
大へん大き〈念っていま した。
[ F"，EJ-、〕 とのととについて ，いちばん知りたい， または知ってお、か&ければ念ら々いと思うものから
J慣に記号を沓きなさい。
A ，をぜ，国民を中心lてしないで天皇の力を大き〈したのかというとと。
B 閣を治めるのは天皇よ り国民のほうがよいという反対は&かったかというこ と。
C ζのとろの天皇はどのように偉<.どれほど権力が強かったかというとと。
D 大日本帝悶滋法は中心VCaってつ〈った人がだれで .aんねんに発布されたかというとと。
(4) 1I )仮 11 
そのとろ，民主的a慾法をつ〈って議会政治をしaければいけないという起動が民間K強まって
|いを した。しかしJ ロシヤ触を参考κして ・その圃の人の指導もうけたとの憲法は ，天皇訪韓
l軍や海軍を直接うどかす力をもち，国会，内閣，裁判所は天皇の権力の下Kありました。また憲法
の改正も天皇かいいださ aln限 t，改正でき aいよう Kなっていました。
〔聞い〕 天皇の権力をとのようK広〈大寺 〈決めた理由について ，lnちばんあなたの気もちKぴった
PナるものからJ僚に記号を書きなさい。


















(5) 1 必 13 
1 5 4 9年にフランシスコ・ザピヱんがキリス ト教をつたえてから .円本vc<る主主教師(神父〉
たちはだんだん多<a!:J ，キリスト教も広まってきま した。との宣教師たちを織田信長は親切Kた
すけてやりましたが，鐙臣秀吉は 15 8 7年Kとつぜん日本Uていてはいけないと追放令をだしまし
fc.。

































C 宣教師たちを追紋したととはよ (aいととろもあるし ，またやむをえないと ζろもあると思う。
D キリスト教が多〈の人々の考えや行a¥t">VC強い影響をあたえたので，秀吉は用心したのだと患う
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(6) 1 必 16 
1 185年κ源義経は尾島の戦いや壇の?憾の戦いをと辛子して平家をせめぼろぼしましたが，兄の





























C 頼朝が義経をぜめぼろぼしたのは ，やむをえ/j_v>ζ とだと思う。
D 頼朝は命令をてっていさせ，さらK白分の勢力を広め，権力を強めたかったのだと思う。
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(8) r Ifo. 2.0 
炭坑 ・鉱山・工場企どを官営vcナるためK使ったな金は約 32 0 3万円でその ζろとしては非常






















(8) 1 /1伝 22
江戸時代には ，右の図のようにかも な道路が
発達し ，ぞとには宿場もつぐられましたs
(f，阜、〕 ζのζ とKついて .いちばん知りたい ，または知ってかか&ηればa.らa.いと思うものから
順I'C~号を書き á. さい。
A 街道の嵐只Pや大名行列，旅のようすa.どはとのようであったかというととυ




(8) r Jro. 2 3 
との乙ろは，江戸を中心κ関所がお・かれ，線人の取り締"iJHiけ.ん重でした。ま7'tr智彦もたたみ
じきのへやは上等~ほうで，むしろじきのへやもありました。富士川 ・ 天竜川・安イ古川 ・大井川 á.
どの大きい川は橋がか(Jてな<. )1をあるいてわたりましたが，大雨のときはしばしば洪水VClitJ




B )1が大き〈 て， そのとろの橋をかける技術では.乙んなんであったからだと思う。
C 原因はすべて敵がせめるのをふせぐ軍事的な目的にあると思う。
D 員立をふせぐだけで 1.[< .洪水のたびに)1のようすがかわったとともあると思う。






A その ζろの旅は苦しいととやつらいとともあったが ，いっほうたの しいととや会もしるいととも
あったと思う。
B ζれは ，ものがたりだから.tとの しそうに書いたので ，むかしの旅はやはD不便で苦しく ，つら
かったと思 う。
C その当時の人がたのしそうにmいているから， やはtJ.そのとろの旅はたのしく 訟もしろかった
と思う。
D 人々は今から考えるほど不便と思わず ，むしろだんだん旅をたの しめるよう『てなったのだと思う。
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した。そのとろ.九州の島原半島でキリスト教の信者を主とする農民が島原の乱を辛子とし(1 6 5 
7年〕幕府をきしめました。






























































ウ 教科書，参考書 ，ノ ートを見ながら答えるようになった。
エ 自分の考えた結果をありのままに話すようκF.rった。
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